
 

 

見積書作成編 

1 AT見積データを開く __________________ 2 
見積書データを起動する _________________________ 2 

画面の名称と機能：内訳書 _______________________ 3 

画面の名称と機能：表紙 _________________________ 4 

2 見積書の編集 _______________________ 5 
自社情報を入力する ____________________________ 5 

見積情報を入力する ____________________________ 5 

内訳書の項目名を変更する _______________________ 6 

数量や単価を確認する __________________________ 8 

属性行を入力する _____________________________ 9 

印刷する内訳書を確認する ______________________ 11 

表紙を確認する ______________________________ 11 

見積データを保存する _________________________ 11 

3 見積書の印刷 ______________________ 12 
プリンタを設定する ___________________________ 12 

余白やヘッダーを設定する ______________________ 12 

印刷イメージを確認して印刷する _________________ 13 



見積書作成編 

2 

マネージャーをお持ちでない場合 
マネージャーをお持ちでない場合は、デスクトップ
上のアイコンから AT見積を単独起動します。 
「既存のデータを開く」をクリックして、AT見積デ
ータを開きます。 

ARCHITREND 見積（以降「AT見積」）のデータを作成するには、次の 4つの方法があります。 
（1）AT見積で新規に作成する 
（2）ZEROの「手間なし積算」または「工事別集計」から AT見積を起動して作成する 
（3）ZEROの「手間なし積算」または「工事別集計」の集計データを取り込んで作成する 
（4）ZEROで作成した連携ファイル（ .Y21）を取り込んで作成する 

ここでは（2）の、「手間なし積算」で作成した見積データを開いて編集する流れで解説します。 

 
AT 見積データを開く 1 

 

見積書データを起動する 

 デスクトップの「ATManager」アイコン
をダブルクリックします。 

 マネージャーの「お客様・工事一覧」で
お客様の工事を選びます。 

 右側の登録データ一覧で、AT見積データ
をダブルクリックします。 

 確認画面で「OK」をクリックします。 

 
⇒ マネージャーの画面まわりについては、 
「Manager編」参照 

1 

2 
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その他の方法 
■ 新規に見積データを作成する 
「新規作成」をクリックして、「新規作成」ダイアロ
グの「標準」タブから使用するテンプレートを選ん
で作成します。 
「既存データの複製」タブから既存の見積書を複写
して新たに見積書を作成する方法もあります。 
 
■ ZEROの集計データを取り込んで作成する 
「新規作成」をクリックして、「新規作成」ダイアロ
グの「AT/Planning(営業見積)」タブから使用する
テンプレートを選びます。次に、「データ作成」ダ
イアログの「AT 物件選択」をクリックして、使用
した物件と集計データを選びます。 
 
■ ZEROで作成した連携ファイル（ .Y21）を取り込んで作成する 
「新規作成」をクリックして、「新規作成」ダイアログの「AT/Planning(営業見積)」タブ
から使用するテンプレートを選びます。次に、「データ作成」ダイアログの「ファイル選
択」をクリックして、連携ファイルを選びます。 

【新規に見積データを作成する場合】 

【集計データ または 連携ファイル 
を取り込んで作成する場合】 
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画面の名称と機能：内訳書 

AT見積は、内訳書と表紙の 2つの画面で構成されていて、AT見積を起動すると最初に内訳書の画面が表示されます。 
内訳書の画面では、工事項目・明細の編集を行います。 
内訳書は、5階層まで作成可能な階層構造になっており、下層で入力した明細の合計金額がリアルタイムで上層の単価へ計上
されます。 

「上階層合計」ダイアログ 
上層の合計金額などを表示する画面です。工事全体の合計金額
の変化を見ながら、明細を入力するときなどに便利です。 
画面の表示／非表示の切り替えは「表示」メニューの「上階層
合計表示」で行います。 
※ 本書では「上階層合計」ダイアログを非表示にした状態で
解説しています。 

メニューバー 
内訳書の編集に必要な機能が目的別にまとめられています。 

ツリー 
内訳書の階層を表示します。
各項目をクリックして、その
項目に関する内訳書を表示
します。 

編集画面 
内訳書を入力・編集する場所です。 
ただし、「見積金額」のように網掛
けになっている列は、「見積単価」
×「見積数量」で計算された値が
表示されるため編集できません。 

表示倍率 
編集画面の表示率を設定します。リストの「登録」で任意の表示倍率（50～500%）
を設定することもできます。 ※ 本書では「200%」の倍率で解説しています。 

ブラインド表示選択 
編集画面に表示する項目（項目 No・名称
など）とその表示順を登録したものをブラ
インドといいます。ここでタイプを切り替
えて表示項目を変更します。 

ステータスバー 
選択した機能や実行中の操作に関する説明、カーソルの位
置、NumLock等のキーの状態などが表示されます。 
ステータスバーの表示と非表示を切り替えるには、「表示」
メニューの「ステータスバー」をクリックします。 

ウィンドウのサイズ変更 
ウィンドウのサイズは、画面の枠の右下あた
りをドラッグして調整します。 

「内訳書」「表紙」タブ 
内訳書と表紙の画面を 
切り替えます。 

ツールバー 
内訳書の編集で、よく使用する機能がアイ
コンとしてまとめられています。 
※ 左の画面は「標準」ツールバーのみを
表示しています。 

タイトルバー 
現在開いている見積データまたはテンプレートの名前が表示されます。 

ポップアップメニュー 
ツリーの項目や編集画面のセル、行、列を
選択し、右クリックすると開くメニューで
す。選択した場所に対して、よく使用する
機能がまとめられています。 
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ツールバーを表示するには 
「表示」メニューから「ツールバー」を選び、「ツー
ルバー」ダイアログで表示したいツールバーにチェ
ックを付けて「OK」をクリックします。 
ツールバーが表示されたら、バーの先頭でマウスの
左ボタンを押し、ドラッグして配置したい場所へ移
動します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「表紙」タブのツールバー 

標準 Windows標準の機能  
編集 データの選択や編集機能  
表示 画面の拡大・縮小などの機能  
挿入 線分、文字列、画像などのデータ入力機能  
設定 ピックモードの機能  
スタイル 線種、ペン No、色、グリッド分割数などの機能  

 

画面の名称と機能：表紙 

表紙の画面では、表紙のデザインの編集と印刷時に使用する表紙の選択を行います。 

ツリー 
表紙のデザインは 1つの見積データ（テンプレ
ート）に 20種類まで登録できます。 
このツリーで表紙の名前を選択して、編集する
表紙を切り替えます。 

メニューバー 
表紙の編集に必要な機能が目的別に
まとめられています。 

ドラッグ 

1 

2 

3 

ツールバー 
表紙の編集で、よく使用する機能が 
アイコンとしてまとめられています。 
 

編集画面 
表紙の編集は CAD画面で行います。 
線や文字、画像などを配置して表紙
をデザインします。 
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見積書の工事名称、工事場所、受注先、見積有効期限といった内容を設定します。この内容は、表紙や内訳書（ヘッダー・フ
ッター）に表示されます。 
なお、ZEROからデータを読み込んだ場合は、ZEROで設定している物件情報の一部が連動します。 

 
見積書の編集 2 

 

自社情報を入力する 

「ツール」メニューから「オプション」を
選びます。 

「自社情報」タブをクリックします。 

「会社名」など必要な情報を入力します。 

「OK」をクリックします。 

見積情報を入力する 

「ファイル」メニューから「見積情報」を
選びます。 

 各タブをクリックして、各情報を入力し
ます。 

「OK」をクリックします。 

 
⇒ ZERO から見積情報に連動する項目について
は、ヘルプを参照してください。 

表紙に自社情報が
連動します。 

2 

1 

4 

1 

3 

「受注先情報」タブの「受注先」 

「工事情報」タブの「工事名称」 
「工事情報」タブの「工事場所」 
「工事情報」タブの「工事期間」 
「担当情報」タブの「見積有効期限」 
「工事情報」タブの「工事種別」 

「工事情報」タブの「備考」 

2 

3 
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項目行のフォントを変更するには 
「階層設定」ダイアログの「その他」タブにある「項目行属性」で、フォント名やスタ
イルなどを設定します。 
 
フォントのサイズは、項目行の高さの「50%」というように、行高さに対する割合で
指定します。例えば、行高さが 10 ㎜で、文字サイズが 50%の場合、項目行のフォン
トのサイズは 5㎜となります。 

ここでは、次のように項目行の項目名（文字列）を「名 称」⇒「名 称」、「摘 要」⇒「仕様」、第 1層目の合計行の文字
列「総 合 計」⇒「合計」に変更してみましょう。 

― 項目名を変更する ― 

「内訳書」タブを選びます。 

「設定」メニューから「階層設定」を選び
ます。 

 

「階層設定」ダイアログの「フィールド」
タブをクリックします。 

 No2の「名  称」のセルをクリックし
て、「名称」に変更します。 

 同様に、No3の「摘  要」のセルをク
リックして、「仕様」と入力します。 

 

「OK」をクリックします。 

 

1 

内訳書の項目名を変更する 

項目行には 
この名称が表示
される 

3 

4 

6 

5 

第 1階層 

第 2階層 

「総 合 計」⇒「合計」 

「摘 要」⇒「仕様」 「名 称」⇒「名称」 

2 

項目行 

フィールド行 

合計行 

項目行 
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フィールド行のフォントを変更するには 
「フィールド属性変更」ダイアログの「共通」タ
ブで、フォント名やスタイルなどを設定します。 
 
ただし、タイトル行のフォントは、「文字列」タ
ブの「内訳タイトル行属性」で設定します。 
 
 
※「階層設定」ダイアログの「フィールド」タブ
で、変更したいフィールドの「属性」をダブ
ルクリックしても、フィールド行のフォント
を変更できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
※ セル単位でフォントを変更する 
方法もあります。 ⇒ P.8 

― 第 1層目の合計行を変更する ― 

 ツリーから第 1層目（ここでは「福井太
郎様邸新築工事」）を選びます。 

 項目「名称」上で、右クリックして「フ
ィールド属性変更」を選びます。 

 

「フィールド属性変更」ダイアログの「文
字列」タブをクリックします。 

「合計欄名称」の「1：総 合 計」上で、
右クリックして「名称変更」を選びます。 

 名称を「合計」に変更します。 

 

 

 

「OK」をクリックします。 

右クリック 

3 

1：第 1層目の合計行 
2：第 2層目の合計行 
3：第 3層目の合計行 
   ・ 
   ・ 

右クリック 

2 

4 

5 

6 

1 

合計行のフォント
を設定します。 

タイトル行 

フィールド 

第 1層目 

第 2層目 
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各工事区分をクリックして、見積数量や見積
単価を確認し、必要に応じて内容を修正しま
しょう。 

数量や単価を確認する 

数値を直接入力
して修正 

 

見積数量や見積単価を修正すると、
見積金額も変更されます。 

セル単位でフォントを変更するには 
セルを選択してポップアップメニューの「セル属性
編集」を選ぶと、フォント名やスタイル、サイズな
どをセル単位に変更できます。 
 
属性の優先順位は、次のようになります。 
①セル属性 
②属性行属性 
③フィールド属性 

 

右クリック 

セル編集の便利な機能 

■ セルの内容を変更・削除・コピーするには 
セルの内容を変更するには、セルをダブルクリックし
て編集状態にします。セルの内容を削除するには、そ
のセルを選択してツールバーの  を選びます。 
同じ内容を入力するには、ツールバーの  と  
を使用してセルの内容をコピーします。 
 
 
 
■ 編集画面のウィンドウ枠を固定するには 
編集画面をスクロールしている間も、行や列の見出しが常に
表示されるようにするには、項目名の上で右クリックし、ポ
ップアップメニューから「ウィンドウ枠固定」を選びます。
指定した項目の左部の列が固定されます。 
解除するには、項目名の上で右クリックし、ポップアップメ
ニューから「ウィンドウ枠固定の解除」を選びます。 
 
 
 
■ 掛率計算をおこなうには 
数値に「×1.5」「÷1.5」のように、掛率を指定して計算す
るには、セルを選択してポップアップメニューの「掛率計
算」または「フィールド掛率計算」を使います。 
 
 
 
■ 電卓機能を使用するには 
数値セルでマウスの中ボタンをクリックすると、「数値入力/電卓」ダイアログが開きま
す。数値や計算式から答えを求めて「OK」をクリックすると、表示されている数値が入
力されます。 
 

■ セルの移動方向を変更するには 
入力後に Enterキーを押したとき、次に選
択されるセルの方向は「設定」メニューの
「セル移動方向」で変更できます。 
「名称」の内容だけをまとめて入力するよ
うな場合は、「下」方向にしておくとよい
でしょう。 

右クリック 

左側の列が 
固定 
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経費行を入力するには 
経費行が連動していない場合に、AT見積で経費行を入力するには、次のように操作します。 
ここでは、工事にかかる諸経費を、工事全体の 10％として見積金額に計上されるようにしてみましょう。 
 

 明細に「諸経費」の工事区分や細項目がある
場合は、行を選択してポップアップメニュー
の「行削除」で削除しておきます。 

 経費を算出する工事の次の行を選びます。 
経費は、先頭から経費行の前の行までの合計
に掛率を考慮して算出されます。 

「属性行」メニューから「経費行」を選びま
す。 

「経費行属性」ダイアログで、見積金額・発
注金額に対する掛率（ここでは「10」）を入
力します。 

「×」が ONであることを確認して、「OK」を
クリックします。 

 
 
 
※ 経費行の丸めや掛率の初期値は、「設定」メニ
ューの「階層設定」の「属性行」タブで設定
します。 

 ツリーから第 1層目（ここでは「福井太
郎様邸新築工事」を選びます。 

「諸経費」の行属性（灰色部分）をダブル
クリックします。 

「経費行属性」ダイアログで、見積金額・
発注金額に対する掛率を確認します。 
必要があれば、変更して「OK」をクリッ
クします。 

 

ここでは、属性行の経費行、値引行を挿入してみましょう。 
 

－ 経費行を確認する － 
ZEROの「手間なし積算」から、諸経費を計上する設定で AT見積に連携した場合は、経費行に連動しています。 
経費行の設定を確認してみましょう。 

属性行を入力する 

3 

5 

1 

2 

3 

1 

2 

4 

経費行の「諸経費」
が挿入される 

右クリック 

先頭～経費行の前の行までの金額を合計し、
その合計に掛率を考慮して算出されます。 

経費行の挿入によって、消費税行
も自動的に再計算されます。 
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－ 値引行を入力する － 
「値引行」を使って第 1階層目に「値引」を入力してみましょう。 
ここでは、値引後の合計金額から値引額を設定します。他にも、値引額を直接入力する方法や、合計金額に対する値引率を設
定する方法があります。 

 値引行を挿入する行をクリックします。 

「属性行」メニューから「値引行」を選び
ます。 

「値引行挿入」ダイアログの「合計入力」
にチェックを付けます。 

「目標合計額」に端数を値引した金額を入
力して、「OK」をクリックします。 
「目標合計額」：22,000,000 

（カンマの入力は不要） 

2 

消費税率を変更するには 
消費税行、区分消費税行の消費税率は、「設定」
メニューの「その他」から「消費税率」を変更し
ます。 

1 

3 

4 

「値引」が 
挿入される 

属性行について 
見積金額などの情報をもった明細項目の行以外に、属性行と呼ばれる小計行、中計行、大計行、経費行、消費税行、 
メモ行、特殊経費行、区分消費税行、値引行があります。 
 
例えば、次図のように No3～No4、No6～No9までの小計を出したいときは、それぞれ小計行を挿入することで、 
自動的に小計を算出できます。 
 
 
※ 属性行の左端には、
行の属性（小計、中
計、大計、経費、消
費、メモ、特経、区
消費、値引）が表示
されます。 

 
 
 
 
属性行のフォントを変更する場合は、
「設定」メニューの「階層設定」の「属
性行」タブで設定します。 

経費行、消費税行、特殊経費行、区分
消費税行は、「属性設定」ダイアログの
「桁、丸め」タブで桁・丸めも設定でき
ます。 
 

小計 

小計 

行の属性 
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内訳書を編集したら、表紙を確認します。 

「表紙」タブをクリックします。 

 ツリーで、使用する表紙が選択されてい
ることを確認します。 
ここでは「A4横」を使用します。 

 表紙を確認します。 

表紙を確認する 

使用する表紙 

印刷の前に、見積データを保存します。 

「上書き保存」をクリックして、見積デー
タを保存します。 

 
※ ファイル名を変えて保存したい場合は、「ファ
イル」メニューの「名前を付けて保存」を使い
ます。 

見積データを保存する 

見積データの保存先フォルダ 
見積データ（＊.tmd）は、次のフォルダに保存されます。 

■ マネージャーから AT見積を起動している場合 
例 ○:\FcApp\ATManager\Data\（お客様名）\（工事名） 

■ AT見積を単独で起動している場合 
例 ○:\ FcApp\ATMITU\Data 

2 

1 

印刷する内訳書を確認する 

「ブラインド表示選択」で選択されているも
のが、印刷する内訳書となります。 
ここでは、「ブラインド表示選択」が「見積
書」であることを確認します。 

ブラインド表示「見積書」で使用する表紙 
「設定」メニューの「階層設定」の「ブラインド」タブにある「印
刷で使用する表紙」で、ブラインドごとに印刷時に使用する表紙を
設定できます（初期値は、表紙「Ａ４横」）。 

1 

1 

ブラインド表示選択 
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「ファイル」メニューから「ページ設定」
を選びます。 

「ページ設定」ダイアログの「全般」タブ
で、印刷条件を設定します。 
ここでは、次のように設定します。 
「印刷条件」：「表紙」「内訳書」ON 
「印刷タイプ」：全印刷 
「内訳書 カラー/白黒」：カラー 

 
「セル・余白」タブをクリックして、用紙の余白などを設定します。 
ここでは、「幅自動」と「行数設定」の「自動」を ONにして、「余
白」で上下左右の幅を確認します。 
 

「ヘッダー・フッター」タブをクリックして、ヘッダー・フッターに
表示する項目を設定します。 
「フリー項目」を選択したときは、「フリー項目属性」を入力します。 

 

余白やヘッダーを設定する 
2 1 

3 

 
見積書の印刷 3 

プリンタを設定する 

プリンタ、用紙サイズなどを設定します。 

「ファイル」メニューから「プリンタの設
定」を選びます。 

「プリンタの設定」ダイアログで、使用す
るプリンタや用紙のサイズ・向きなどを
設定して、「OK」をクリックします。 

1 

2 

4 

工事名称 フリー項目 1 

 

ページ番号 

 

会社名 

余白 
（上） 

余白 
（左） 
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「ページ設定」ダイアログの「印刷プレビ
ュー」をクリックします。 

「次ページ」や「前ページ」でページを切
り替えます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 印刷イメージを確認したら、「印刷」をク
リックします。 

「印刷」ダイアログを確認して、「OK」を
クリックします。 

 
※「ファイル」メニューの「印刷」からも印刷で
きます。 

 

印刷イメージを確認して印刷する 
1 

2 

3 

4 


